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教室通信

電気系２専攻の桂キャンパスへの移転

本年８月25日から９月18日のほぼ一ヶ月をかけて、工学研究科電気工学専攻、電子工学専攻の両専

攻の全研究室が、化学系6専攻に続いて桂キャンパスへの移転を完了しました。移転後の状況について

簡単にご報告致します。

電気系2専攻の大型の物品は4月以来随時移転を済ませることができましたので、今回の移転期間は

研究室の小型の備品などが中心となり、多い日には一日に４研究室が一挙に移転するというものでした。

移転した研究室から順に研究を再開すべく実験装置、システムを立ち上げておりますが、大型の装置を

必要とする研究はまだまだその調整に時間を費やしている状況です。この冊子がお手元に届いた時点で

はおそらく、否が応でも研究はそれなりに遂行されているものと思います。

10月1日から桂キャンパスでの大学院の講義が始まりました。電気系の講義は講義室１（大）、講義

室２（小）の二つの講義室を中心に開講され、このうち講義室２には本年度中に吉田の中講義室と遠隔

講義を行う設備が整う予定です。既に３週間が経ち、どの講義も多少のトラブルはあったものの既に落

ち着き、例年と同様の講義が行われています。吉田キャンパスと桂キャンパスの間には、講義、会議等

への物理的移動のためシャトルバスが毎日数便運行されています。約50分の所要時間で移動ができ、工

学研究科が二つのキャンパスに分断されている期間は、重要な生命線となっています。

去る10月18日には、大学として開講式典が挙行され、内外にその全容が紹介されました。新聞等で

その記事を見られた方も多いと思います。11月には工学研究科としての式典が予定されています。桂キ

ャンパス内には企業、個人の寄付による施設が建てられることも決まり、ますます充実した研究環境が

整うことと思います。完成まであと数年掛りますが、完成の暁には日本を代表する研究拠点となること

は間違いなく、それに向けて構成員が継続して努力して行くことが期待されています。

桂キャンパスではこれまでの教室事務室というものが廃止され、クラスタ事務室がクラスタ総ての専

攻の事務をまとめて行うことになりました。現在は暫定的に各専攻を担当する事務官が居りますが、こ

れも新年度には一切無くなり、Aクラスタ全体の事項に対応することとなります。一方、吉田には現在

電気電子工学科事務室があります。主として学部教務とその関連事務の一切を、工学部の教務の下で学

科長の指揮を頂き取り仕切ることとなっています。

キャンパスの施設の中では食事その他の厚生施設の建設が遅れたため、教官、学生は昼夜を生協の弁

当に頼る日々が続いています。漸く10月の下旬に小さいもののAクラスタにレストランができましたが、

新しい厚生施設が完備される日が待ち遠しく思われます。このような状況の中でも、夢を持って強い意

志で研究を続ける教官、学生に対して、関係の方々からの一層のサポートをお願いしたいと思います。

（平成15年度電気工学専攻専攻長　引原　隆士）

桂キャンパス　A1棟（電気系２専攻の研究棟） 桂講義室１前ロビー
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編集後記

桂新キャンパスが始動しました。電気工学専攻と電子工学専攻は既に桂キャンパスへの移転を終え、電

気関係教室は新たな第一歩を踏み出しました。電気百周年記念事業の一環として創刊された「cue」も、

今後は、吉田・桂・宇治の３拠点から社会への情報発信を進めて参ります。今後とも電気関係教室への

一層のご支援をお願い申し上げます。 （T. M. 記）
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